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（公財）日本太鼓財団    令和６年能登半島地震 支援報告書（１4） 

 

11 月 26 日（火）夜、冬に向けて荒れた天気が続く中、大きく長い揺れの直後に緊急地震速報

のアラームが鳴り響いた。能登半島の西、石川県西方沖が震源地となり、輪島市、志賀町では最

大震度 5 弱を観測し、長周期地震動により、日本列島が広範囲にわたり揺れた。 

石川県では、この 2 日前に「能登半島地震 復興祈願太鼓フェスティバル～響け！再生の鼓動

～」という太鼓のコンサートを開催していた。被災地の太鼓団体らの熱演に、一体となった満席の

会場から大きな声援が飛び交い、太鼓の響きに勇気づけられた。 

現在、被災地では、自宅の修理が終わらず、度重なる余震のなかで不安な毎日を過ごす方、豪

雨災害で浸水してしまった仮設住宅から再び避難所生活に戻ってしまった方々もいる。 

北陸の厳しい寒さが、もうすぐそこまで来ている。被災地は希望と虞（おそれ）、疲弊の狭間にい

る。 

 

＊              ＊              ＊ 

 

2024 年 11 月 14 日（木） 

町野祭り太鼓（輪島市町野町） 

9 月の豪雨災害より 2 ヶ月近くが経った。支援対象となった新調の長胴太鼓 1 台と革面の修理

を行った 2 台の平太鼓を納品する。柳田尚利代表に連絡を取り、輪島市立町野公民館（輪島市

町野多目的集会施設）へと車を走らせる。同団体の練習場・保管場所であるこの場所は、水害に

より床上浸水となり、しばらく使用することができなかった。現在も、本来の練習場所であった 1 階

は使用できないが、公民館を利用される他団体の方々と調整し、２階で練習を再開することが決

定した。 

太鼓を運び入れる途中、練習場であった一階の和室を通る。襖に泥水の跡が残り、畳は全て剥

がされ、ブルーシートがかけられていた。２階には、町の復旧・復興のために今後どんな風に進ん

でいけば良いのか、議題内容に埋め尽くされたホワイトボードがあった。 
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太鼓を２階に運び、順に音を確認してもらう。革面が張り替えられ磨き上がった太鼓を前に、

「子ども達のモチベーションを上げるために、年内か年明けに町民の方々を招き、チーム内で太鼓

打ちコンテストのようなものを開催できたらいいなと思っています」と語られた。今後は笛の練習に

も取り組む予定で、町内に声をかけるとたくさんの笛が集まってきたと見せていただく。住民達も、

町野祭り太鼓の復活を楽しみにしているのだろう。 

柳田さんは「来年の元旦は、みんな笑顔で迎えたいですね。よく頑張った、新しい１年が始まると、

そんな風に明るく迎えたいです」と話された。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災した平太鼓①                        革面修復後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災した平太鼓②                        革面修復後 
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被災した長胴太鼓                         新調された長胴太鼓 

 

納品後、柳田さんと一緒に、町野町を歩く。９月に訪れた時は、輪島市中心部に比べ、震災復旧

がかなり遅いように感じていたが、現在は他の地域より多くのボランティアの姿を見かけるように

なった。町の若い住民達が立ち上がり、社会福祉協議会と交渉したそうだ。 

豪雨災害で道路や橋に堆積した土砂や流木は取り除かれ、空き地や道沿いに積み上がってい

る。公費解体も進み始めており、更地が多く見られるようになってきた。 

しかし、復旧スピードが速くなったとはいえ、水害の爪跡は、まだまだ残っている。以前のような

舞い上がる砂埃はなくなったが、ツンとした泥の匂いが側溝から上がってくる。流木が置かれたま

まの田畑や刈り取り直前だったはずの倒れた稲が、泥にまみれたままである。コンバインで刈り取

る事も出来ず、手鎌で刈り取るしかない。そして、時間が経つと、発芽や腐敗により商品としての

価値もなくなる。 

柳田さんも果樹園などを営まれているが、今も地震による亀裂の跡が土壌に残り、埋めてもす

ぐに土が沈み込み、作業中にトラクターがはまって動けなくなることがあるそうだ。また、震災によ

り製造加工機械は破損し、停電も度々起こる。軽トラックも水没した。更に、人の目が減った事によ

るイノシシ被害もある。それでも、今年はブルーベリーや栗、柿を収穫し、干し柿作りもされている。

毎日のように、ブログを更新され、一歩一歩前に進む農園や町の様子を伝えてくれている。 
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 最後に、町野地区に唯一あるスーパー「もとやスーパー」に伺う。社長ご自身も被災し、お店も被

害を受けたが、地震発災直後から無休で営業し、地元住民や復旧作業員を支えとなり、復興ボラ

ンティアの拠点となってきた。水害では、２メートル近くの濁流が店舗の一階をのみ込んだが、多く

のボランティアの協力もあり、再び希望の拠点となった。私が訪れた時は、一部生活用品を販売し、

住民達への無償の支援物資配布や炊き出し場所、ボランティアスタッフの簡易宿泊所となってい

た。 

そして、１１月３０日に嬉しいニュースが飛び込んできた。地震前とほぼ同様の品揃えで、本格的 

に営業を再開されたそうだ。塞ぎ込みたくなる景色、復旧が手つかずのままの場所、人が消えてし

まった被災地が未だに多くある。そんな中、テレビに映し出された、買い物かごを片手に楽しそう

に商品を選ぶご婦人たちの賑わいに嬉しく思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泥水の跡が壁にくっきりと残る 
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御陣乗太鼓保存会（輪島市名舟町） 

革面修理の長胴太鼓１台と太鼓ケースを納品するため、槌谷博之代表と名舟町集会所 御陣乗

太鼓会館で待ち合わせをする。豪雨災害により、雨漏りが進み、畳は全て剥がされていた。また、

剥き出しになってしまった鉄骨の梁や天井、床板にはカビが発生し、歩くと床板が柔らかく沈む。

練習場は無事であったが、和室は修復しながら、当分の間、工事関係者の宿泊場所となるそうだ。 

当財団では、浅野太鼓楽器店協力の下、今年 2 月に太鼓関連の文化保全のため、保存会発足

の初代メンバーを描いた輪島塗の巨大な蒔絵パネルを会館から運び出していた（支援報告書 4

参照）。「あの時、運んでおいて良かったね。御陣乗太鼓会館が元に戻るのは、来年・・・いや再来

年、かかるだろうな。住む家の復旧の方が優先だからね」と槌谷代表は話された。 
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水害被害を受けた太鼓ケースと長胴太鼓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新調された太鼓ケースと修理後の長胴太鼓 

 

納品後、槌谷さんのご自宅にお邪魔する。廊下を歩くと、足の裏にアップダウンを感じる。家の

中には雨漏りの対策のために、大きなタライが置いてある。名舟漁港には、かき集められた流木が

所狭しと積み上げられていた。槌谷さんが、遠くを指さし、「向こうに崩れている斜面があるでしょ。

道路があったんだけどね。でも、年内に応急復旧道路ができて開通するらしい。これで珠洲にも早

く行けるようになるね」と話してくれた。これで、ようやく輪島と珠洲の沿岸部の道が繋がる。 
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 ＊              ＊              ＊ 

 

１０月に平太鼓を納品した、珠洲市にある馬緤キリコ太鼓保存会の豊平慶彦さんからメールが

届く。11 月 9 日(土)に珠洲市立大谷小中学校大において文化祭が開催され、寄付金支援事業に

より甦った太鼓を使い、小中学生 5 名による太鼓が披露されたそうだ。学校の HP でも演奏して

いる姿が紹介されている。演奏披露後、この日のために戻ってきていた二次避難中や転校した児

童、地域の方も太鼓の演奏に参加した。そして、学校の体育館で避難所生活を続けている方々も

一緒に文化祭を楽しまれた。 

震災前、馬緤キリコ太鼓保存会は、5 月から 11 月の隔週で「子ども伝承クラブ」の一環として、

地域の子ども達に太鼓指導を行っていた。毎年、勤労感謝の日に大谷町のデイサービスで慰問演

奏し、その後、閉校式が行われていたが、今年は地震、水害と甚大な被害を受けた。そんな中でも、

当保存会は県内外での演奏活動を続け、12 月 14 日に輪島市町野町で演奏を行う。町野祭り太

鼓、子ども伝承クラブ、馬緤キリコ太鼓保存会が参加し、その後、閉校式を行う予定だと伺う。寄

付金支援事業で修復・新調された太鼓が、被災地の心の活力になっている。 

                                                                      

       

 

    ＊              ＊              ＊ 

 

当財団の寄付金支援事業の一つとして、寄付金の一部を 7 月中旬に石川県支部にお渡しし、

被災地の太鼓団体の演奏活動を支援するために当該資金が充当されています。これまで、石川

県支部に申請された、被災地の太鼓団体を招いたイベントのチラシをご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請者 日本太鼓財団兵庫県支部           申請者 日本太鼓財団福井県支部 
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申請者 那須烏山市社会福祉協議会          申請者 富山県太鼓協会（日本太鼓財団富山県支部） 

 

12 月 15 日には下記のイベントが大阪で開催されます。被災地には、当財団支部や公益社団法

人石川県太鼓連盟に所属していない太鼓団体を含めると、50 団体余りあります。この寄付金の

申請は、年度末（2025 年 3 月 31 日まで）まで受付けており、2025 年度内に実施されるイベン

トが対象となります。詳細は石川県支部事務局にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請者 日本太鼓財団大阪府支部 
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（公財)日本太鼓財団 寄附金支援事業支出計算表（11 月分） 
   

支援内容 団体名 金額 

太鼓修復・新調支援 町野祭り太鼓 712,000 

  御陣乗太鼓保存会 154,000 

練習場交通費支援 輪島高洲太鼓 39,450 

  冨木神幸太鼓 煌 12,306 

  冨木神幸太鼓 煌 響爛麗舞 21,558 

 計 939,314 

（2024 年 12 月 5 日） 

            ＊              ＊              ＊ 

引き続きご寄付を頂いております。ありがとうございます。 

11 月 3 日開催の「浅草太鼓祭」において、来場者の方々からご寄付を頂きました。ご寄付くださっ

た皆様に心より感謝申し上げます。 

寄付金の累計額は１2 月 4 日現在で、13,960,006 円となりました。 

お預かりした寄付金は大切に使ってまいります。 

 

本文にもございますとおり、寄付金の一部をより実情に合わせて使うため、被災地の太鼓チーム

の県外への派遣、復興イベントの開催等に使用可能にしております。当該資金による事業にご希

望のある方は、石川県支部事務局までお問合せください。 

 
 

収支計算書（12/4 現在） （単位：円） 
 

収入   金額 備考 

1/5 全九州太鼓連合 1,000,000   

1/6 関八州太鼓連合 100,000   

1/9 東北太鼓連合 300,000   

1/18 浅野太鼓楽器店 1,000,000   

1/27 河合 光夫 10,000 シニアコンクール出場者 
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1/29 福井県太鼓連盟 30,000   

1/29 松本 弘昭 35,000 シニアコンクール出場者 

2/1 東京都支部 100,000   

2/2 櫛引 秀明 50,000 シニアコンクール出場者 

2/2 浅野 義幸 100,000 浅野太鼓楽器店 17 代当主 

2/6 岡山県支部 110,000   

2/7 宮城県太鼓連絡協議会 150,000   

2/8 北海道道東支部 30,000   

2/9 茨城県支部 95,000   

2/13 千葉県支部 100,000   

2/13 岐阜県太鼓連盟 100,000   

2/13 岐阜県太鼓連盟獅子の会 50,000 国文祭ゲスト団体 

2/13 全九州太鼓連合 2,805,701   

2/14 神奈川県支部 50,000   

2/16 佐々城 清 1,000,000 常務理事 

2/16 髙野 右吉 10,000 評議員、前副会長 

2/16 宮城県太鼓連絡協議会 20,000   

2/16 滋賀県支部 50,000   

2/18 兵庫県支部 200,000   

2/26 日本太鼓財団事務局 143,000   

2/29 静岡県支部 100,000   

3/1 奈良県支部 162,000   

3/4 台湾太鼓協会 500,000   

3/7 北海道道北支部 132,628   

3/11 宮本卯之助商店 1,000,000   

3/14 栃木県支部 106,984   

3/15 群馬県支部 98,000   

3/18 和歌山県支部 130,000   

3/18 北海道道央支部 25,000   

3/19 長野県支部 540,537   

3/21 西岡 知則 30,000 シニアコンクール出場者 

3/21 愛知県支部 257,632   

3/26 NPO 法人てほへ 150,000 志多らグループ会社 

3/27 (有)志多ら 350,000   

3/27 ブラジル太鼓協会 440,000   

3/28 西川恵美子 50,000 評議員 

3/28 北海道道南支部 150,000   

3/29 NPO 東京都太鼓連合 100,000   
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3/29 日本太鼓財団東京都支部 500,000   

3/29 日本太鼓財団三重県支部 10,000   

3/29 日本太鼓財団島根県支部 100,000   

4/19 鶴岡太鼓フェスティバル 50,000   

4/25 岐阜県太鼓連盟 28,000   

4/30 逢鷲太鼓連 久野壯 50,000   

4/30 逢鷲太鼓連 92,000   

5/13 広尾陣屋太鼓保存会 10,000   

6/27 西岡 知則 30,000 シニアコンクール出場者 

7/16 日比谷音楽祭 609,000   

9/27 西岡 知則 30,000   

10/1 日本太鼓財団兵庫県支部 200,000   

10/4 岩手県太鼓連盟 100,000   

10/4 岩手県立大船渡東高校太鼓部 14,775   

10/15 障害者大会来場者募金 18,088 10/6 障害者大会 

10/23 国文祭来場者募金 45,661 10/20 国文祭 

10/25 日本太鼓財団香川県支部 100,000   

11/8 浅草太鼓祭来場者募金 11,000 11/3 浅草太鼓祭 

  計 13,960,006       

支出   金額 備考欄 

1/11 輪島支援物資 121,741   

1/19 穴水/能登町/志賀町 130,080   

1/27 志賀町/輪島 18,415   

2/8 名舟町 54,780   

2/11 輪島 28,534   

1-2 月 各チーム交通費 67,714   

4/1 バチ 20,185   

4/3 横断幕 38,500   

3 月 各チーム交通費 105,152   

4 月 各チーム交通費 14,973   

5 月 各チーム交通費 4,637   

6/28 太鼓修繕 344,000 須須守護神太鼓保存会 

7/11 太鼓支援活動の助成金 3,800,000 日本太鼓財団石川県支部 

8/1 太鼓修繕/新調 2,588,000 山王太鼓､弁天夢太鼓､珠洲八幡太鼓 

9/12 太鼓修繕/新調 1,465,200 龍神太鼓保存会 

7 月 各チーム交通費 4,637   

10/31 太鼓新調 895,600 馬緤キリコ太鼓保存会 
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11/21 太鼓修繕/新調 866,000 町野祭り太鼓、御陣乗太鼓保存会 

11 月 各チーム交通費 73,314   

  計 10,641,462       

収支差額   3,318,544 
 

 


